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なく必然であり、それがあってこそ宗教政策が手段* 本稿執筆にあたって John Baines, 屋形禎亮、森際康友
の三氏から教示を受けた。記して感謝する。  
1 Redford1984, p. 233. 同書名が 『アクエンアテン--異端
王』である。Cf. Hari1985, pp. 16-19. 
3 次王トゥトアンクアメンの「信仰復興碑」に伝統宗教に
復帰した理由として説明されている。参照 森際 近刊 c. 
2 なかでもグブラ(ビブロス)侯リブ・アディは 65 通の書簡
を送っている。参照 森際 1981，57-59 頁。 
4 Cf. Kemp 1989, pp.262-266., Reeves 2001, pp.103-106., 





























































































                                                                 
                                                                5 Redford 1988, pp. 142-153, Hari 1985, pp.7-9.  
6 Redford 1988, pp.157-181. 8 Redford 1988, p.235. 


















































































                                                                 
                                                                














11  参照 森際 1996，3-10 頁。 
12 参照 森際 2003a 16-21 頁。 











































まず、「第 18 王朝の正統性戦略」の定義である。 
それは、１８王朝に関する一連の論考でその内実を
明らかにしつつある、１８王朝の王が神意の解釈権を独
                                                                 
















































15 森際 2003b, 13 頁. 













































































第4項 遷都後の政治と行政  
                                                                 
 











21  第 19 王朝セティ 1 世，アビュドス王名碑には彼をはじ
めアマルナ時代の王 4 名の名はない。 
22 注 3 参照。 
17 森際 2003b, 17 頁. 23 森際 2003a , 236 頁。 
24 Van Dijk 2000, p.291. 18 森際 2003b, 17 頁. 
19 森際 2003b, 18-19 頁. 25 アケトアテンに首都があった時代。遺跡の現代名にちな


































    
第3節 新都アケトアテンが示すもの略説 
 第 1 項 王都の概要 


























アケトアテンはおよそ 16 x 13 kmで、主たる建
築物はナイル川東岸にあり、西岸はこの都市の食料
を供給したであろう耕地である。その 162 km²と見















中している（図 1 参照）。35儀式上重要なので、しば 
  この主張に対し、「アイやホルエムヘブはアクエン
                                                                 
                                                                 
31 治世 4 年の日付のある境界碑 X,K,M に、遷都決定と新都
の命名，新都の境界を決める儀式、アテン神への大量の供
物、建設予定主要建築物が記されている。 
参照 Davies, 2004(1908), Rock Tombs El Amarna V. 26 屋形 1989, 72-73 頁。 
32 Troy 2003, pp. 33-36. 27 例えば、北の墓地に墓があるアテン大司祭、メリラー1
世。図２ 参照。 33 砂漠断崖崖面を彫り込んで作られた。首都に属す土地の
境界を示す。西岸 3 基、東岸 11 基が確認。 28 Van Dijk 2000, p. 291 34 Kemp 1989b, p.269. 29 Van Dijk 2000, pp. 286-7． 35 Pendlebury 1951, pl. I; Kemp & Garfi 1993, pp. 28ff., sheets 

































































                                                                 






36 Pendlebury 1951, pp. 33. 
37 Pendlebury 1951, pp. 87ff.  42境界碑 S,治世 6 年の日付がある。参照 Davies, 
2004(1908), Rock Tombs El Amarna V. 
38 Cf. Kemp 6 Garfi 1993, pp. 52ff., Fig. 11 p. 51. 
39 Pendlebury 1951, pp. 113ff.; Kemp & Garfi 1993, pp. 61ff., 
fig. 12, p.60. 
43 Reeves 2001, pp. 115-119. 
44 屋形 1989, 72-74.  
45 アテン讃歌 参照 森際 近刊 b.; Davies, 2004(1908), Rock 
Tombs El Amarna VI. 
40 Cf. Fig. 3. Pendlebury, J. D. S. 1951, pl. I. 参照 図１ 
41 Cf. Frankfort & Pendlebuty 1933, pp. 1ff.; Kemp &Garfi 










































































                                                                 




























図２ 上段１・２ アテン大神殿での祭儀の様子50  























                                                                 
50 Pendlebury, 1951, pl. V. 
51 Pendlebury 1951, pl. IV. 
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